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■2～3カ月先の見通しを示す「先行き判断DI」は前月比
▲2.1ポイントの46.6ポイントと5カ月連続で低下し、2カ月
連続で中立の50ポイントを下回りました。家計動向、企業
動向、雇用ともに低下しました。 

■街角の声には、「消費税率10％への引上げに伴う心理的
不安、生活必需品の価格の値上げ、また、これから冬に
かけて灯油などの価格の高値、高止まりなどがあるため、
買い控えが進行する（東北のスーパー）」と増税や燃料高
を懸念する声が聞かれる一方、「新型車の発売やモデル
チェンジが予定されており、販売増が見込める（四国の乗
用車販売店）」と言った前向きな声も聞かれました。 

景気ウォッチャー調査(2014年10月)（日本） 

2014年11月12日 

内閣府が毎月実施する景況感に関する調査です。「街角景気調査」とも呼ばれ、タクシー運転手や
コンビニエンスストアの店長、レストラン経営者など、景気に敏感な約2,000人が調査対象（ウォッ
チャー）です。3カ月前と比べたその時点の景気と、2～3カ月先の景気予測を調査します。算出され
た指数から好不況を判断する際の中立水準は、50ポイントです。 

（No.1,453）〈マーケットレポートNo.3,869〉 

10月31日に日銀が予想外の量的・質的金融緩和
策の拡充を発表したことで株式や為替市場は大
きく変動しました。日経平均株価は約7年ぶりに
17,000円台をつけるなど大きく上昇しました。天候
不順の影響は一段落したと見られ、今後は株価
上昇による消費者心理の好転が期待されます。 

■株価上昇による消費者心理の好転を期待 ■円安効果で企業業績の上振れにも期待 

2014年11月10日【キーワード No.1,451】オフィスビル空室率(2014年10月)(日本) 
2014年11月04日【デイリー No.1,982】日銀追加緩和後の市場動向  

天候不順などの影響を受け現状判断DIが低下 
家計動向、企業動向、雇用ともに低下 

先行き判断DIは2カ月連続で中立以下 
消費税増税や燃料高を懸念 

株高による消費者心理の好転と、円安による企業業績の上方修正に期待 

米ドル円レートは約7年ぶりに1米ドル115円台を
つけるなど為替市場も大きく変動しました。円安は
企業業績に全体としてはプラスに働くと思われま
す。企業が想定する今年度下期の米ドル円レート
は105円程度と見られ、現在の水準が続けば10円
程度の円安となり、企業業績の上振れ期待が高
まります。企業業績の拡大により賃金上昇、消費
回復への好循環が期待されます。 

■10月の「景気ウォッチャー調査」（調査期間10月25日～31日）は、「現状判断DI」が前月比▲3.4ポイ
ントの44.0ポイントと低下し、3カ月連続で中立の50ポイントを下回りました。家計動向が同▲4.4ポイ
ントと大きく低下し、企業動向（同▲1.7ポイント）や雇用（同▲1.2ポイント）も低下しました。 

■街角の声には、「今月は2週続けて客の多い土日に台風が来たことで、来客数が非常に落ちてし
まっている（南関東のスーパー）」など、天候不順の影響を受けたとの声が多く聞かれました。 

http://www.smam-jp.com/market/report/keyword/1240617_1982.html
http://www.smam-jp.com/market/report/marketreport/1240555_1951.html

